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研究の背景･目的

研究の内容･成果

今後の展開

２ 林床の稚樹調査
トドマツ林の伐採後にトドマツを植栽しなければ、

どのような森になるのかを考えるために林床の稚樹調
査を行いました。①トドマツ植栽地②トドマツ伐採跡
地③トドマツ巻き枯らし間伐地の3カ所に2ｍ四方の調
査区を複数設定し、本数密度、樹種、苗高を調査し昨
年のデータと比較しました。
トドマツはどの調査区においても大幅に増加してお

り、広葉樹は、巻き枯らし間伐地以外で増加していま
した。巻き枯らし間伐地は、比較的相対照度が低いた
め耐陰性の高いトドマ
ツ以外が生育しにくい
と考えました。
樹種構成はトドマツ

が増加した分、全ての
調査区でトドマツの割
合が高くなっていまし
た。広葉樹はカンバ類、
ハリギリ、イタヤカエ
デが侵入していました。
苗高はトドマツ、広

葉樹ともにほとんど変
化がありませんでした。

３ 獣害調査
育成複層林化に向けて広葉樹がどのように生育して

いくかがカギとなりますが、昨年度の稚樹調査では野
生動物による食害が見られたため、獣害の実態を把握
しました。シイタケ原木の生産を目的とした3カ所の
ミズナラ植栽地で被害状況を調査したところ、植栽初
年度はエゾシカによる葉の食害がみられ、それ以降は
ノウサギによる枝葉
の食害、ノネズミに
よる樹皮の食害が見
られ、獣害が成林に
深刻な影響を与えて
いることがわかりま
した。

４ 広葉樹の活用方法
演習林に生育する広葉樹の中で最も資源量の多い

シラカンバの有効活用について検討した。昨年度は
樹皮の活用を行ったた
め今年度は枝、幹を使
い箸置き､スプーン､
フォーク、鍋敷き、ス
ウェーデントーチの制
作を行い､学校祭で販売
しました。

本校演習林の３割は人工林であり、そのほとんどが50年生の以上のトドマツ人工林であるため、適宜更新
していくことが求められています。これまでの先輩方の活動でわかったことは１．現在60haあるトドマツ人
工林のうち、私たちが管理可能な面積は12haであるため、残りの48ｈａは育成複層林化への移行が望ましい
こと２．育成複層林化に不可欠な自然発生した稚樹は野生動物による食害があること３．トドマツ人工林内
には、一定数の広葉樹が生育しており広葉樹の有効活用が必要であることの３点です。このことから、今年
度の課題を１．トドマツの再造林に向けて演習林の天然の苗木を利用できないか検討する２．育成複層林化
に向けて伐採跡地の林床にはどのような稚樹が生育しているのか明らかにする３．演習林における獣害の実
態を明らかにする４．広葉樹で最も資源量の多いカンバ類の有効活用法を考えるとしました。

１ 山取苗の利用
トドマツの育苗には長い年月が必要であるため、山

取苗の利用を検討しました。演習林で採取した山取苗
を①直射日光下②トドマツ間伐林と同程度である相対
照度12％③トドマツ林と同程度である２％の光環境下
に50本ずつ定植しその後の成長を調査しました。直射
日光下ではほとんど成長が見られず、強い日照下のた
めか葉の変色に加え11％の苗木が枯死しました。相対
照度12％、２％では同程度の成長が見られましたが、
対照区である播種苗に比べると成長率は小さくなりま
した。今年度は移植
のタイミングが播種
苗よりも1ヶ月遅れ
たため、その後の生
育に影響を与えたと
考えらます。

山取苗は、適正な光環境下では苗畑でも十分成長することがわかったものの、移植によるダメージも考え
られるため、今後も継続的な調査が必要です。林床の稚樹調査では、トドマツ、カンバ類、イタヤカエデハ
リギリが育成複層林化に向けての後継樹種と考えられますが、樹高成長がほとんどなく、野生動物による獣
害もあるため、今後これらの樹種がどのように成長していくのか調査する必要があります。獣害調査ではミ
ズナラ植栽地における被害が非常に深刻であることが分かりました。今後は専門家の意見を求めながら、具
体的な対策が必要だと考えます。広葉樹の活用では、シラカンバの枝や幹を使い、スプーンやフォークを作
ることができました。次年度は、樹液を活用した活動に取り組みたいと考えています。
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